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北海道大学哲学会『哲学幽38号（2002年7月）

《
書
評
》

今
井
道
夫

『
思
想
史
の
な
か
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ

　　

@　

@　

@
一
科
学
と
哲
学
の
あ
い
だ
』
（
東
信
堂
）

坂
井
昭
宏

　
マ
ッ
ハ
に
関
し
て
は
、
論
理
実
証
主
義
の
祖
、
相
対
性
理
論
の
先
駆
者
と
い
う
評
価
が
あ
り
、
ま
た
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
古
典
的
批
判
も
あ
る

が
、
何
れ
も
マ
ッ
ハ
の
思
想
の
全
体
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
比
較
的
妥
当
な
の
は
、
マ
ッ
ハ
の
哲
学
的
営
為
の
意
図
を
統
一

科
学
の
理
念
の
希
求
に
見
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ク
の
見
解
で
あ
る
が
、
マ
ッ
ハ
哲
学
を
「
啓
蒙
霊
義
の
哲
学
」
と
見
て
、
そ
の
合
理
的
批
判

的
精
神
を
強
調
す
る
点
で
は
い
ま
だ
一
薦
的
で
あ
る
。

　
今
井
氏
が
マ
ッ
ハ
思
想
の
根
底
に
見
出
す
の
は
合
理
主
義
で
は
な
く
、
む
し
ろ
神
秘
主
義
で
あ
る
。
こ
れ
大
胆
な
提
言
で
あ
る
。
今
井
氏
は

こ
の
主
張
を
ど
の
よ
う
に
し
て
立
証
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
以
下
、
本
書
の
概
要
を
簡
潔
に
紹
介
し
よ
う
。
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第
1
部
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
の
認
識
論

第
1
章
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
論
序
説

　
従
来
の
理
解
で
は
、
マ
ッ
ハ
の
『
力
学
史
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
物
理
学
論
が
感
覚
一
元
論
に
依
拠
す
る
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
さ
ら



に
立
ち
入
っ
て
物
理
学
論
と
感
覚
生
理
学
の
内
的
連
関
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
ッ
ハ
は
計
測
的
空
間
（
物
理
学
的
空
間
）
を
生
理
学
的
空

間
（
感
性
的
直
観
の
空
間
）
に
関
係
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
対
化
し
、
こ
の
空
問
把
握
を
身
体
論
的
、
行
動
論
的
方
向
か
ら
肉
づ
け
す
る
。
空

間
感
覚
は
基
面
を
も
ち
、
腕
や
手
足
を
も
っ
た
身
体
と
い
う
具
体
性
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
、
視
空
間
、
三
曲
問
、
聴
空
間
等
は
身
体
の
運
動
を

媒
介
に
し
て
統
一
的
に
把
握
さ
れ
る
。

第
2
章
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
の
認
識
論

　
マ
ッ
ハ
は
み
ず
か
ら
『
感
覚
の
分
析
』
を
「
認
識
論
的
転
回
の
試
み
」
と
位
置
づ
け
る
。
彼
の
要
素
説
と
思
惟
経
済
説
は
こ
の
転
圓
の
基
礎
と

し
て
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
ハ
は
存
在
と
認
識
の
根
拠
を
感
覚
に
の
み
求
め
、
こ
の
感
覚
の
実
質
を
要
素
と
呼
ぶ
。
要
素
は
、
（
1
）
A

B
C
・
：
普
通
に
物
体
と
呼
ば
れ
る
色
、
音
な
ど
の
複
合
体
。
（
2
）
K
L
M
：
・
身
体
と
呼
ば
れ
る
複
合
体
、
（
3
）
α
β
γ
・
：
意
志
、
記
憶

像
な
ど
の
複
合
体
の
三
種
に
類
別
さ
れ
、
（
2
）
K
L
M
・
：
を
媒
介
に
し
て
相
互
に
規
定
し
合
う
。
す
な
わ
ち
、
α
β
γ
：
・
に
よ
る
A
B
C
・
：

の
模
写
が
物
理
学
で
あ
り
、
生
理
学
は
K
L
M
・
：
根
互
問
お
よ
び
そ
れ
ら
の
A
B
C
・
：
に
対
す
る
関
係
を
α
β
γ
・
：
で
模
写
す
る
と
さ
れ

る
。
他
方
、
思
惟
経
済
説
と
は
よ
り
少
な
い
思
惟
作
用
で
多
く
の
事
実
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
へ
ー
ニ
ヒ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
は
「
流
れ
る
意
識
に
よ
る
経
済
的
「
流
れ
の
把
握
」
と
い
う
こ
と
で
マ
ッ
ハ
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
」
と

批
判
し
た
。
こ
の
批
判
は
科
学
理
論
を
確
固
と
し
た
主
体
（
自
我
）
に
よ
る
事
象
の
「
説
明
」
と
見
る
立
場
に
立
脚
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ッ

ハ
は
「
説
明
」
は
因
果
概
念
な
ど
の
形
而
上
学
的
前
提
に
結
び
つ
く
と
考
え
、
科
学
の
役
割
を
州
記
述
」
に
置
い
た
。
す
な
わ
ち
、
［
記
述
」
と
は
要

素
間
の
関
数
的
依
存
関
係
を
確
定
し
、
諸
要
素
の
関
連
を
α
β
γ
・
：
で
模
写
す
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
ッ
ハ
の
立
場
で
は
、
自
我
は
諸
要
素
の

集
合
に
す
ぎ
な
い
が
、
諸
要
素
に
自
他
の
区
別
を
認
め
、
「
諸
要
素
を
未
分
析
の
複
合
体
に
帰
属
さ
せ
る
因
習
」
を
免
れ
て
い
る
。
反
対
に
、
へ
ー

ニ
ヒ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
は
「
科
学
者
が
慎
重
に
試
み
る
漸
近
法
を
ま
っ
た
く
見
落
と
し
て
い
る
。
」
同
時
に
、
マ
ッ
ハ
が
思
惟
経
済
説
に
生
物
学
的
基

底
を
認
め
る
か
ぎ
り
、
主
体
を
諸
要
素
の
複
合
体
以
上
の
も
の
と
見
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
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第
3
章
　
探
究
の
論
理
と
心
理
…
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
『
認
識
と
誤
謬
』
に
即
し
て

　
マ
ッ
ハ
は
『
認
識
と
誤
謬
』
序
文
で
門
い
か
な
る
マ
ッ
ハ
哲
学
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
か
だ
か
自
然
科
学
的
方
法
論
と
認
識
心
理

学
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
者
の
核
を
な
す
の
が
要
素
説
と
思
惟
経
済
説
で
あ
る
が
、
科
学
は
た
え
ず
門
概
念
」
を
駆
使
す
る

か
ぎ
り
、
感
覚
－
一
要
素
と
「
概
念
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
概
念
は
独
自
の
役
割
を
も
つ
が
、
事
実
は
い
っ
そ
う
豊
か
で
あ
り

汲
み
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
様
に
、
感
覚
1
1
要
素
も
事
実
を
起
点
に
す
る
が
、
概
念
的
な
働
き
を
課
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ッ

ハ
は
門
要
素
」
を
概
念
と
事
実
と
を
繋
ぐ
も
の
、
両
者
の
間
を
往
還
す
る
両
面
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
に
関
し

て
、
マ
ッ
ハ
は
帰
納
法
よ
り
も
「
類
比
扁
す
な
わ
ち
「
部
分
的
同
一
性
で
あ
る
類
似
の
特
殊
ケ
ー
ス
」
に
注
召
す
る
。
事
実
に
類
比
に
よ
る
推
淵
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
験
の
拡
大
が
え
ら
れ
る
が
、
記
述
は
仮
説
的
認
識
が
検
証
を
経
て
そ
の
補
足
性
を
狭
め
て
行
く
過
程
と
さ
れ
る
で
あ

る
。第

2
部
　
エ
ル
ン
ス
ト
マ
ッ
ハ
の
「
哲
学
」

第
4
章
　
マ
ッ
ハ
哲
学
の
一
源
泉

　
ラ
ッ
セ
ル
は
神
秘
童
義
の
一
般
的
傾
向
を
、
（
1
）
推
論
的
分
析
的
知
識
に
対
立
す
る
突
然
の
透
徹
し
た
威
圧
的
な
知
識
へ
の
信
頼
、
（
2
）

合
一
へ
の
信
仰
、
（
3
）
時
問
の
実
在
性
の
否
定
、
（
4
）
悪
お
よ
び
善
が
幻
影
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
特
徴
を
参

考
に
す
る
な
ら
、
マ
ッ
ハ
の
思
想
と
神
秘
調
査
と
の
親
近
性
を
以
下
の
よ
う
に
捲
摘
で
き
る
。
（
1
）
要
素
説
は
自
我
の
諸
要
素
へ
解
消
し
、
意

志
的
契
機
を
生
物
的
反
応
へ
還
元
す
る
。
（
2
）
思
惟
経
済
説
は
思
惟
盛
揚
の
契
機
と
広
大
な
経
験
領
域
と
の
一
体
化
の
契
機
か
ら
な
っ
て
い

る
。
（
3
）
マ
ッ
ハ
は
因
果
関
係
な
ど
形
爾
上
学
的
前
提
の
排
除
に
努
め
た
が
、
因
果
的
説
明
の
排
除
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
顕
著
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
神
秘
主
義
の
伝
統
に
も
属
す
る
。
（
4
V
K
・
ポ
ッ
パ
ー
な
ど
合
理
的
啓
蒙
主
義
者
は
進
歩
の
停
止
を
科
学
の
終
焉
と
見
る
の
に
対
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し
て
、
マ
ッ
ハ
は
記
述
の
完
成
な
い
し
は
完
成
さ
れ
た
科
学
を
思
い
描
い
て
い
る
。

　
正
確
に
は
、
マ
ッ
ハ
に
は
啓
蒙
主
義
的
合
理
的
思
惟
と
神
秘
主
義
的
思
惟
が
併
存
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
併
存
が
1
9
世

紀
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
を
考
察
す
る
上
で
の
一
つ
の
鍵
と
な
る
。
実
際
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
思
想
界
の
次
世
代
と
い
え
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
や
ム
ー
ジ
ル
に
も
神
秘
主
義
と
の
接
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
5
章
　
思
想
史
の
な
か
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ

　
『
感
覚
の
分
析
』
第
一
章
の
挿
し
絵
、
す
な
わ
ち
「
眉
毛
半
弓
、
鼻
、
お
よ
び
口
髭
か
ら
な
る
枠
の
う
ち
に
」
囲
ま
れ
た
胴
体
と
手
足
を
手
が

か
り
に
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
は
洞
察
力
あ
ふ
れ
た
マ
ッ
ハ
論
胃
鏡
な
し
の
自
画
像
』
を
書
い
た
。
マ
ッ
ハ
自
身
は
こ
れ
を
「
首
（
頭
）
の

な
い
自
画
像
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
独
蒋
の
自
画
像
は
、
マ
ッ
ハ
自
身
の
若
い
日
の
突
然
の
直
観
、
「
私
の
自
我
を
含
め
た
世
界
は
関
連
し
合
っ
た
感

覚
の
一
集
団
で
あ
る
。
唯
、
自
我
に
お
い
て
は
一
層
強
く
関
連
し
合
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
ッ
ハ
も
自
己
自
身
の
無
意
識
、
夢
、
子
供
時
代
の
観
念
連
合
に
対
し
て
繊
細
な
感
受
性
を
も
っ
て
い
た
が
、
フ
ロ
イ
ト
的
心
理
学
の
方
向

に
進
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
マ
ッ
ハ
は
自
我
と
い
う
心
的
単
位
を
相
対
化
し
、
心
的
作
用
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

マ
ッ
ハ
は
「
マ
ッ
ハ
哲
学
は
存
在
し
な
い
」
と
公
言
し
た
。
こ
の
発
言
は
新
カ
ン
ト
派
と
の
対
立
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
背
景
に

は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
特
異
な
哲
学
史
観
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
ハ
の
哲
学
は
近
代
哲
学
衰
退
過
程
の
第
3
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、

こ
こ
か
ら
上
述
の
マ
ッ
ハ
の
発
言
の
真
意
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
正
統
派
講
壇
哲
学
と
の
絶
縁
で
あ
る
。

第
6
章
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
と
回
転
運
動
の
問
題

　
内
耳
三
半
規
管
が
平
衡
感
覚
も
し
く
は
運
動
感
覚
を
司
る
器
官
で
あ
る
こ
と
は
、
マ
ッ
ハ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
医
師
プ
ロ
イ
ア
i
、
エ
ジ
ン
バ
ラ

の
化
学
者
ク
ラ
ム
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
っ
て
相
互
に
独
立
に
、
一
八
七
三
年
末
か
ら
一
八
七
四
年
初
め
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
が
、
マ
ッ
ハ
は
独

創
性
は
力
学
的
実
験
装
置
な
か
で
ハ
ト
や
ウ
サ
ギ
の
反
応
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
物
理
学
的
側
面
を
解
明
し
、
平
衡
感
覚
を
運
動
感
覚
、
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正
確
に
加
速
度
運
動
感
覚
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
陸
転
運
動
論
は
後
の
『
力
学
史
隠
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
絶
対
空
間

批
判
の
重
要
な
基
礎
を
な
し
て
い
る
。

第
3
部
　
マ
ッ
ハ
「
哲
学
」
の
後
と
先

第
7
章
　
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ム
ー
ジ
ル
の
学
位
論
文
1
『
マ
ッ
ハ
学
説
の
判
定
へ
の
寄
与
』
の
検
討

　
ム
ー
ジ
ル
の
学
位
論
文
『
マ
ッ
ハ
学
説
の
判
定
へ
の
寄
与
』
（
一
8
G
c
）
は
新
カ
ン
ト
主
義
の
立
場
か
ら
の
マ
ッ
ハ
批
判
と
見
な
さ
れ
て
い
る

が
、
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
へ
ー
ニ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
『
マ
ッ
ハ
哲
学
批
判
の
た
め
に
』
（
お
O
ω
）
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
シ
ュ
ル
ツ
『
マ
ッ
ハ
の
認
識
論
。
叙

述
と
批
判
』
（
お
O
刈
）
な
ど
に
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
内
容
と
は
い
え
な
い
。
他
方
、
師
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
は
す
で
に
マ
ッ

ハ
批
判
（
一
。
。
⑩
①
）
を
発
表
し
て
お
り
、
ム
ー
ジ
ル
は
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
の
指
導
で
最
初
の
草
稿
を
修
正
し
改
題
し
て
、
翌
年
再
提
出
し
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
、
新
カ
ン
ト
主
義
の
観
点
か
ら
の
マ
ッ
ハ
批
判
は
ム
ー
ジ
ル
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性

も
残
さ
れ
る
。
ム
ー
ジ
ル
の
学
位
論
文
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
叙
述
に
二
〇
世
紀
の
思
想
的
課
題
に
赤
玉
し
た
作
家
の
若
き
日
の
苦

闘
の
痕
跡
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
8
章
グ
ス
タ
フ
・
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
哲
学

　
フ
エ
ヒ
ナ
ー
は
マ
ッ
ハ
、
W
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
G
・
フ
ロ
イ
ト
な
ど
世
紀
転
換
期
の
思
想
家
た
ち
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
が
、
フ
ェ

ヒ
ナ
ー
か
ら
見
れ
ば
マ
ッ
ハ
は
旧
来
の
ヘ
ル
バ
ル
ト
流
の
心
理
学
を
温
存
し
、
マ
ッ
ハ
か
ら
見
れ
ば
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
心
理
1
1
物
理
平
行
論
は
形

而
上
学
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
心
理
学
者
と
し
て
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
に
な
っ
て
哲
学
に

対
す
る
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
彼
の
長
所
を
認
め
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ロ
イ
ト
は
快
楽
原
則
の
定
式
化
な
ど
哲
学
的
思
索
を
す
る
際

に
率
直
に
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
を
参
照
す
る
。
こ
れ
は
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
と
フ
ロ
イ
ト
の
問
の
世
代
的
な
距
離
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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最
終
章
　
マ
ッ
ハ
論
の
現
在
一
あ
と
が
き
か
え
て

　
わ
が
国
に
お
け
る
マ
ッ
ハ
研
究
の
歴
史
的
概
観
と
欧
米
の
最
近
の
研
究
動
向
を
完
結
に
紹
介
す
る
。
欧
米
で
は
、
バ
ラ
i
／
シ
ュ
タ
ド
ラ
ー

（
編
〉
『
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
ー
業
績
と
影
響
』
（
押
欝
一
円
簿
閃
。
り
一
毫
。
円
（
零
ω
σ
q
■
）
扇
ミ
陰
ミ
§
｝
春
き
銭
嵩
儀
葦
薄
§
Q
。
曽
ぎ
喜
毛
喜
箏
頴
暑
。
・
野
メ

ち
。
。
。
。
）
以
降
、
マ
ッ
ハ
に
関
す
る
新
資
料
の
発
掘
と
紹
介
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
本
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
マ
ッ
ハ
像
の
統
一
的
把
握
の
試
み

は
い
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
著
者
は
マ
ッ
ハ
思
想
の
核
心
を
「
神
秘
主
義
的
思
惟
形
式
」
に
求
め
、
そ
の
全
体
像
を
解
明
を
試
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

試
み
は
マ
ッ
ハ
自
身
が
直
接
神
秘
主
義
に
論
及
す
る
箇
所
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
マ
ッ
ハ
と
同
時
代
の
科
学
者
や
哲
学
者
と
の
関
わ
り
に
考
察

の
重
点
を
移
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
本
研
究
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
思
想
状
況
の
解
明

を
も
う
一
つ
の
主
題
と
す
る
に
い
た
る
。
実
際
、
本
研
究
の
副
題
－
科
学
と
哲
学
の
あ
い
だ
一
が
示
す
よ
う
に
、
第
4
章
、
第
5
章
、
第
7
章

は
本
研
究
の
中
で
も
っ
と
も
成
功
し
た
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
第
6
章
は
心
理
－
生
理
学
史
と
物
理
学
史
の
接
点
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
独
自

の
評
価
に
値
す
る
。

　
実
際
、
第
三
部
長
7
章
は
、
．
．
ζ
霧
鵠
b
ご
。
毫
o
o
謬
ζ
8
げ
器
α
Q
っ
〔
駕
蚕
篭
、
曽
と
い
う
題
で
趣
じ
ご
一
〇
鼻
ヨ
。
β
労
・
欝
σ
q
9
。
オ
一
知
。
。
．
ゴ
審
冨
（
o
鳥
。
。
．
ソ
肉
ミ
亀

ミ
貸
簿
げ
ミ
鳴
§
亀
』
。
。
℃
団
－
魅
恥
O
－
O
、
ぎ
§
o
ミ
§
ミ
身
ミ
翁
、
ミ
、
亀
§
尊
ミ
硫
自
§
6
魯
窓
嘗
≦
鐸
P
8
ザ
署
漏
。
。
“
－
P
O
ゆ
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
著
者
の
マ
ッ
ハ
研
究
が
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
著
者
は
第
3
章
で
マ
ッ
ハ
が
思
惟
経
済
説
に
生
物
学
的
基
底
を
認
め
る
か
ぎ
り
、
主
体
を
諸
要
素
の
複
合
体
以
上
の
も
と
見
る
可
能

性
も
残
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
以
上
の
論
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
6
章
を
除
い
て
、
本
研
究
全
体
と
し
て
マ
ッ
ハ
の

物
理
学
研
究
に
対
す
る
論
及
が
少
な
い
。
と
く
に
、
本
章
で
も
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ッ
ハ
の
空
間
論
は
考
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察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
が
わ
が
国
で
最
初
の
本
格
的
な
マ
ッ
ハ
「
哲
学
」
の
研
究
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
は
議
論
の
余

地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
上
述
の
点
を
も
含
め
て
著
者
に
よ
る
マ
ッ
ハ
論
の
新
た
な
展
開
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
　
二
三
八
頁
）
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